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誰
に
も
や
さ
し
い
交
通

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
を
共
有
し
、
共
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
は
大

変
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、

私
は
意
義
の
あ
る
こ
と
。

条
例
制
定
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
の
重
要
な

テ
ー
マ
と
し
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

▼
成
田
　

健
康
寿
命
を

の
ば
し
て
い
く
た
め
に
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
、
健
康

づ
く
り
に
つ
な
が
る
環
境

整
備
や
、
生
涯
学
習
や
就

労
に
対
す
る
支
援
の
充
実

な
ど
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
を
持
っ
た
活
動
支
援
に

つ
い
て
、
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
の
か
？

▼
知
事　

新
し
い
「
レ

イ
カ
デ
ィ
ア
滋
賀 

高
齢

者
福
祉
プ
ラ
ン
」
で
は
、

今
後
の
人
口
減
少
社
会
を

見
据
え
、
高
齢
者
は
支
援

さ
れ
る
側
と
い
う
画
一
的

な
考
え
方
で
は
な
く
て
、

逆
に
、
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
を
支
え
て
い
た
だ
く

な
ど
、
社
会
の
担
い
手
と

し
て
積
極
的
に
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
生

き
が
い
を
実
感
し
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
「
攻

め
」
の
高
齢
者
福
祉
を
実

践
し
て
ま
い
り
た
い
。

すべての子どもに笑顔と未来を！
　

皆
様
の
お
力
を
頂
き

な
が
ら
、
滋
賀
県
議
会
議

員
と
し
て
、
２
期
８
年

間
、
様
々
な
県
政
課
題
に

果
敢
に
挑
戦
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
こ
と
を
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
任
期
最
後
の

定
例
会
議
が
２
月
17
日
か

ら
３
月
16
日
ま
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。「
人
と
地

域
が
キ
ラ
リ
と
輝
く
７
つ

星
の
滋
賀
」
に
向
け
、
三

日
月
県
政
最
初
の
予
算
編

成
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
課
題
と
し

て
、
一
つ
は
人
口
減
少
社

会
を
見
据
え
て
、
如
何
に

豊
か
な
滋
賀
を
創
造
し
て

い
く
の
か
、
も
う
一
つ

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巡
る

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
て
、
ど
の
よ
う
に
、
新

た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を

実
現
し
て
い
く
か
で
あ
り

ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
課
題
が
あ

る
中
で
、
滋
賀
県
基
本
構

想
に
お
い
て
、
三
つ
の
視

点
①
「
す
べ
て
の
人
々

に
居
場
所
と
出
番
を
」 

②

「
世
界
か
ら
滋
賀
へ
、
滋

賀
か
ら
世
界
へ
」
③
「
大

規
模
災
害
へ
の
備
え
」
を

重
視
し
て
、「
新
し
い
豊

か
さ
」
を
追
及
し
、
七
つ

の
重
点
テ
ー
マ
に
よ
る
施

策
を
着
実
に
実
施
し
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
、
三
日
月
大
造
知

事
と
議
論
を
行
い
な
が

ら
、
対
話
と
共
感
、
協
働

の
も
と
、
先
駆
的
・
重
点

的
な
施
策
に
取
り
組
み
、

「
夢
や
希
望
に
満
ち
た
豊

か
さ
実
感
・
滋
賀
」
の
実

現
に
向
け
て
、
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
。

▼
成
田
　

人
口
減
少
社
会

を
見
据
え
、
若
い
世
代
の
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
実
現

す
る
た
め
に
、
２
０
４
０
年

に
ど
の
様
な
社
会
を
展
望
し

て
、
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

と
さ
れ
て
い
る
の
か
？

▼
知
事　

若
い
世
代
の
皆

さ
ん
の
生
活
基
盤
を
安
定

さ
せ
て
、
出
産
や
子
育
て

の
環
境
を
改
善
し
て
い
く

こ
と
で
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
生
み
育
て
、
子
育
て

の
喜
び
や
幸
せ
を
実
感
で

き
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
。
誰
も
が
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
、
新
し
い
豊
か

さ
を
創
造
・
実
感
で
き
る
、

そ
う
い
う
滋
賀
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

▼
成
田
　

人
口
減
少
が
進

む
中
、
す
べ
て
の
人
が
移
動

す
る
権
利
に
つ
い
て
、
滋
賀

県
に
お
い
て
も
規
定
を
し
、

県
、
市
町
、
公
共
交
通
事

業
者
等
、
そ
し
て
、
県
民

が
相
互
に
連
携
、
協
力
し
な

が
ら
、
公
共
交
通
を
作
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

滋
賀
県
と
し
て
公
共
交
通

条
例
を
制
定
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
？

▼
知
事　

公
共
交
通
を
推

進
す
る
た
め
の
条
例
を
制

定
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
や
関

係
市
町
、
交
通
事
業
者
と
、

未来への責任

北川教授とローカルマニフェスト推進
地方議員連盟のメンバーと大津市消防出初式に参加

びわ湖レイクサイドマラソンのハーフマラソンに参加。多くの方が、
琵琶湖岸で風を感じ、楽しんで頂けたのではないでしょうか？

成
田
セ
イ
リ
ュ
ウ

活
動
ア
ル
バ
ム

成田セイリュウ
８年間の議員活動

魅力ある
滋賀の創出を！

子ども・若者に
活躍の場を！

子ども
若者

自然とともに
いきるまち！

健康第一、
生きがいづくり！

地域密着の
安心安全まちづくり！

すべての子どもに笑顔と未来を！

子育て世代の声を県政に！
　　　　　4歳の息子と

A
ct
iv
ity

●少人数学級の完全実施
　（小1～中３まで）
●学習船「うみのこ」新船建造
　（Ｈ 29 年度就航予定）
●スクールソーシャルワーカー
　スクールカウンセラーの拡充
●発達障がい早期支援、
　学校と福祉が連携した就労支援
●生活困窮世帯での
　学習支援活動の普及促進
●歴史的文書の保存・活用
●滋賀県立図書館協議会の設置
●県立・市町立図書館と
　学校図書館の連携による活性化

●観光ブランド「ビワイチ」
　（びわ湖一周）の推進
●首都圏情報発信拠点の整備
●無料Wi－Fiスポットの整備
●タブレット端末導入に向けた調査
●NPOへの寄付に対する
　個人県民税の控除
●滋賀県議会　県民参画委員会の
　開催（議会改革検討委員会）
●通年議会の導入
　（議会改革検討委員会）
●滋賀県議会基本条例の制定
　（議会改革検討委員会）

●在来魚介類の復活に向けた
　研究の推進
●水草刈取船の追加、水草調査
　機器の整備など水草対策の拡充
●オオバナミズキンバイなど
　侵略的外来水生植物対策の拡充
●森林境界情報強化
●滋賀県水源森林地域保全条例
●木質バイオマスの利用促進
●湖西線の利便性向上対策
●地域の実情に応じた生活交通の確保

●情報交換・研修機能を備えた
　危機管理センターの整備
●滋賀県業務継続計画の策定
●消防団を中核とした
　地域防災力充実強化
●特殊詐欺の啓発活動の推進
●サイバーボランティアの
　活動支援
●地域若者サポートステーションに

おける臨床心理士の配置
●首都圏における
　ＵターンＩターン就職の促進

●軽度・中等度難聴児の
　補聴器購入費等に対する助成制度
●小規模介護施設のスプリンクラー

の設置補助
●県内すべての学校でのAEDの設置
●ゲートキーパ養成等自殺予防の推進
●滋賀県がん対策の推進に関する

条例の制定（がん議連）
●滋賀県歯と口腔の健康づくりの
　 推進に関する条例の制定（特別委員会）
●びわ湖レイクサイドマラソンにおける
　ハーフマラソンの実施
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三日月大造知事とともに
草の根県政を発展させます。

滋賀の
魅力

環境 健康 安全
安心

これまでも環境教育、障がい者スポーツ等の
ボランティアや地域活動に積極的に参加。

すべての人に居場所と出番を!!

東日本大震災を風化させてはならない。
人と人との絆を大切に。
地域防災力の強化を！

子どもたちにやさしい社会は
すべての人にやさしい社会です。
みんなの笑顔と元気のでるまちを！

一
般
質
問
2
月

定
例
会
議


